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図表１　社会経済ニーズ調査の概要
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現在の暮らしの維持 得点 より豊かな生活 得点
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ケースＡ 4 4 4 2 2 2 1 1 1
ケースＢ 2 1 1 1 4 4 2 4 2
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図表 18　シナリオテーマと最終的な発展シナリオの提出者
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する９テーマに共通に挙げられ
ている今後のキーワードは「計
算機科学あるいは情報科学の利
用」、および、そのシステム構
築であり、これらに関して不足
感があるものと考えられる。
濳 情報通信分野の各テーマでは
ユビキタス社会の実現が前提
になっており、2015 年頃を境
として社会全体が知識活用の時
代を迎えるとされている。来た
るべき社会の状況を表現するた
め、ユビキタス以外にも新しい
概念用語を作り出す試みが始ま
っている。
潭 エネルギー・社会基盤などの分
野では、自然科学的アプローチ
に先立って、特に、社会的問題
の解決あるいは社会的目標設定
の明確化の必要性が提案されて
いる。
澂 産業発展に関わるテーマにおい
て、情報通信技術に対する的確
な投資や施策が、安心な社会や
産業競争力の維持に結びつくと
いう指摘がなされている。特に、
ハードウエアに比べてソフトウ
エアの技術開発の遅れが指摘さ
れている。
盪テーマ間の関係
　各概要に掲載されている関連テ
ーマをマップ化したものが図表19
である。関連テーマは、各執筆内
容を見ながら、科学技術政策研究
所によって各概要に付与されたも
のである。図表 19から読み取れ
る特徴を以下にまとめる。
① 他のテーマとの関連性が特に高
いテーマとしては、「情報通信
環境」、「個人のニーズに対応す
る新規医療」、「基礎科学の位置
付け」が挙げられる。
② 図表 19中の点線のように大き
な括りをしてみると、「ライフ
サイエンス・医療」に関する括
りと「情報通信」に関する括り
の重なりが非常に大きいことが
特徴的である。この重なり部分
とは、ロボット技術・感覚技術・
生物模倣などに関わる研究分野
である。
③ 図表 19中の点線のように、「環
境」に関する分野と「フロンテ
ィア」に関する分野を一括りに
することができる。この括りは
は環が重なったような繋がりを
示しているが、環状を成すうえ
でキーとなっているテーマがあ
り、それらは「衛星技術」、「自
動車社会」、「環境観測」などで
ある。
④ 「情報」に関する括りと「環境・
フロンティア」に関する括りを
繋いでいるのは、GPS技術・復
旧技術・自動車技術等に関わる
分野である。
２‐５
まとめと本調査の発展性
　「科学技術の中長期発展に係る
俯瞰的予測調査」の一環として、
発展シナリオを描き、それに対す
る日本のアクションを引き出そう
とする試みが行なわれ、結果的に
47テーマに対して 85編の発展シ
ナリオが描かれた。これらが基に
なって、今後、日本の将来に対す
るより深い議論が巻き起こること
を期待している。
　なお、科学技術政策研究所では、
本調査の一部を発展させる形で、
すでに以下のような試みも開始し
ている。
蘆 「科学技術の中長期発展に係る
俯瞰的予測調査」内の他調査と
の関連性の分析
蘆 いくつかのテーマに焦点を当て
たワークショップを開催し、発
展的な議論を進める試み
蘆 本調査と同一のテーマを用い
た、異なるタイプのシナリオ作
成手法の試行
図表 19　シナリオテーマ間の関連
